
 

 

こんにちは、院長の高橋淳一です。 今年ももう６月に入り、まもなく上半期が終わりを迎えようとし

ていますが、皆さんはいかがお過ごしですか？ ６月と言えば、昨今では日本でも『ジューンブライド』

という言葉が定着しつつありますよね。 「ジューンブライド」とは、直訳すれば“６月の花嫁”という

ことですが、ヨーロッパでは“６月に結婚した花嫁は幸せになれる”という言い伝えがあるそうです。 も

ともと日本では梅雨のある６月は結婚式の少ない時期でしたが、結婚業界が閑散期である６月の結婚式を

増やすために、ヨーロッパの風習を日本に持ち込んだのが始まりと言われています。 実はこの「ジュー

ンブライドの由来」には様々な説があるそうです。 例えば、■６月は英語で「June」ですが、これは

ギリシャ神話の女神「Juno」からきています。 この Junoという女神は家庭・女性・子どもの守り神

だったため、この女神の月に結婚すれば花嫁は幸せになれるということをあやかったとされる説。 また、

■ヨーロッパの６月は１年の中で最も雨が少なく良いお天気が続き、キリストの復活祭も行われる時期で

あることから、ヨーロッパ全体が祝福ムードにあふれているため、６月の花嫁は幸せになれるといった説

など…。 この他にも様々な説があるそうです。 日本でも「ジューンブライド」は徐々に定着しつつあ

りますから、「６月の結婚」と聞くとそのイメージから幸せになれそうな感じがしませんか？ 結婚式は

参列側も見ているだけで幸せな気持ちになれるものですよね。 さて、これから徐々に暑くなりますが、

体調管理には気をつけてお過ごし下さい。 

 


